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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷却用流体を流通させて、内視鏡装置の挿入部のうち、被検体の観察を行うための観察
部材を有する先端側を冷却する内視鏡用冷却装置であって、
　前記挿入部の外周面及び先端面との間に前記冷却用流体が流れる冷却用流路を形成して
前記挿入部の先端側に装着されるシースと、
　該シースの内部から前記観察部材によって観察するため、前記シースの外周面に設けら
れた観察窓と、
　前記冷却用流路に前記冷却用流体を供給して回収する流体流通部と、
　前記シースの内部に設けられ、前記シースの外部を照明可能な照明手段と、
　該照明手段によって照明するため、前記シースの外周面に設けられた照明窓と、
を備え、
　前記照明手段は、
　前記シースの内部に延設されているとともに、基端が前記シースの基端部から突出した
支持部材と、
　該支持部材の先端から照明可能な照明部と、
　前記支持部材の基端に設けられ、該支持部材の軸回りの回転操作または軸方向の進退操
作の少なくとも一方を行うことが可能な操作部と、
を有する
ことを特徴とする内視鏡用冷却装置。
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【請求項２】
　請求項１に記載の内視鏡用冷却装置において、
　前記観察窓と前記照明窓とは、前記シースの中心軸方向に位置を異なるものとして設け
られていることを特徴とする内視鏡用冷却装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の内視鏡用冷却装置において、
　前記照明窓は、前記観察窓との相対的位置を変更可能に前記シースに設けられているこ
とを特徴とする内視鏡用冷却装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の内視鏡用冷却装置において、
　前記照明部は、照明光を先端から発する、前記シースの内部に延設されたライトガイド
であることを特徴とする内視鏡用冷却装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の内視鏡用冷却装置において、
　前記照明部は、ＬＥＤを有することを特徴とする内視鏡用冷却装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の内視鏡用冷却装置において、
　前記シースは、先端が開口されて前記挿入部の外周面との間に前記冷却用流路として挿
入部流路を形成する内シースと、
　該内シースの外周面との間に前記冷却用流体が流れる前記冷却用流路としてシース流路
を形成する外シースとを有し、
　前記冷却用流体は、前記流体流通部によって、前記挿入部流路または前記シース流路の
いずれか一方に供給され、他方から回収されることを特徴とする内視鏡用冷却装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の内視鏡用冷却装置において、
　前記内シースと、前記外シースと、前記照明手段とは、互いに着脱可能に組付けられて
いることを特徴とする内視鏡用冷却装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の内視鏡用冷却装置と、
　該内視鏡用冷却装置の前記シースに先端側が装着可能な挿入部と、該挿入部の先端側に
被検体の観察を行うための観察部材と、前記挿入部に一体に設けられた内視鏡照明部とを
有する内視鏡装置と、
を備える内視鏡システムであって、
　前記挿入部の先端側を、前記シースに装着した際に、前記内視鏡照明部を使用せず、前
記シースの内部に設けられる前記照明手段を使用して前記被検体の照明を行うことを特徴
とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体を観察するための内視鏡装置の挿入部に装着される内視鏡用冷却装置
及び内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、観察者が直接目視できない管路などの狭窄部を観察可能とすべく、被検体に
挿入可能な挿入部を有する内視鏡装置が利用されている（例えば、特許文献１参照）。こ
のような内視鏡装置の挿入部先端には、固定撮像素子（ＣＣＤ）等の観察部材が配設され
ていて、挿入部先端付近の被検体を観察することが可能である。また、挿入部先端に照明
手段が設けられていて挿入部先端付近を照明することができ、被検体を好適に観察するこ
とが可能である。さらには、挿入部に、照明手段を有するスリーブが設けられていて、挿
入部先端の照明手段と別に補助照明を行うことで、必要な光量を得ることができるとされ
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ている。
【０００３】
　ここで、内視鏡装置の挿入部は、先端側に上記のように固体撮像素子（ＣＣＤ）等の観
察部材や照明手段が配設されているため、これらの耐熱温度の関係から最大使用許容温度
が８０℃程度に制限されている。そのため、工業用内視鏡として複雑な構造のエンジン等
の内部を観察しようとしても、運転終了時の温度が２００℃以上の高温状態となっている
ので、このままでは挿入部を内部に挿入して観察することができず、使用範囲が狭くなっ
てしまう。そこで、このような高温環境下でも観察を行うことができるような内視鏡用冷
却装置及び内視鏡装置が提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【０００４】
　すなわち、上記特許文献２に記載の内視鏡装置は、内側軟性体、及び、内側軟性体との
間に流体の流通する空間を形成して設けられた外側軟性体を有する挿入部と、外側軟性体
の基端に固定され、内部が流体の流通する空間と連通している外筒と、外筒に固定されて
、外筒の内部に流体を流入させることが可能なバルブとを備えている。そして、バルブと
冷却用流体を供給する供給装置とを供給管路で接続して冷却用流体を流入させることで、
冷却用流体は、外筒の内部から内側軟性体と外側軟性体との間を通って先端から放出され
る。このため、冷却用流体による冷却によって高温下でも使用が可能となるとされている
。
【特許文献１】特開平２００５－３４２０１０号公報
【特許文献２】特開平２０００－４６４８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献２の内視鏡装置では、挿入部に流体を流通させて冷却させるこ
とが可能ではあるものの、最も高温環境に弱い固定撮像素子等の観察部材や照明手段が露
出する部分が高温雰囲気下に曝されてしまっていて、十分な冷却効果を得ることができな
かった。一方、観察部材及び照明手段が露出する部分にも冷却用流体を流通させて冷却す
る方法も考えられるが、この場合、観察部材及び照明手段の周囲を、冷却用流体を流通可
能に閉塞させる必要がある。このため、照明光を照射して被検体を観察する場合には、照
明手段からの照明光が閉塞された内部空間で反射して直接観察部材に入光することで被検
体を観察することができなくなってしまう、いわゆるフレアといわれる現象が発生してし
まう問題があった。
【０００６】
　この発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、内視鏡装置の挿入部に装着
することで、挿入部を効果的に冷却して、高温環境下における使用を可能とさせるととも
に、フレアの発生を抑えて、照明光による照明の下、被検体を好適に観察することを可能
とさせる内視鏡用冷却装置及び内視鏡システムを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、この発明は以下の手段を提案している。
　本発明は、冷却用流体を流通させて、内視鏡装置の挿入部のうち、被検体の観察を行う
ための観察部材を有する先端側を冷却する内視鏡用冷却装置であって、前記挿入部の外周
面及び先端面との間に前記冷却用流体が流れる冷却用流路を形成して前記挿入部の先端側
に装着されるシースと、該シースの内部から前記観察部材によって観察するため、前記シ
ースの外周面に設けられた観察窓と、前記冷却用流路に前記冷却用流体を供給して回収す
る流体流通部と、前記シースの内部に設けられ、前記シースの外部を照明可能な照明手段
と、該照明手段によって照明するため、前記シースの外周面に設けられた照明窓と、
を備え、前記照明手段は、前記シースの内部に延設されているとともに、基端が前記シー
スの基端部から突出した支持部材と、該支持部材の先端から照明可能な照明部と、前記支
持部材の基端に設けられ、該支持部材の軸回りの回転操作または軸方向の進退操作の少な
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くとも一方を行うことが可能な操作部と、を有することを特徴としている。
【０００８】
　この発明に係る内視鏡用冷却装置によれば、シースを内視鏡装置の挿入部の先端側に装
着した状態では、冷却用流体が流体流通部から冷却用流路に供給されるので、挿入部の外
周面及び先端面、並びに、シースの内部に設けられた照明手段は、冷却用流体によって常
に冷却された状態となる。このため、高温環境下での使用が可能となり、照明手段によっ
て窓部を介して被検体を照明し、また、挿入部の観察部材によって窓部を介して被検体を
観察することが可能となる。この際、照明手段を挿入部と別体としてシースの内部に設け
ていることで、照明手段によって照明光を発する位置を挿入部の観察部材から離隔させる
ことができ、照明光が、シースの内部で反射して、挿入部の観察部材に入光してしまうの
を防ぐことができる。
　また、観察窓と照明窓とを別体とすることで、照明手段によって照明窓を介して照明さ
れる照明光が、窓部を構成する照明窓あるいは観察窓に反射して挿入部の観察部材に入光
してしまうのを、より確実に防ぐことができる。
　また、シースの内部に延設された支持部材の先端から照明部によって照明光を発して、
挿入部の観察部材に反射光が入光してしまうのを防ぎつつ、窓部を介して被検体を照明し
て好適に観察することができる。また、支持部材の基端に設けられた操作部を操作するこ
とで、挿入部によって被検体を観察しながら、照明部の位置あるいは向きを、被検体を好
適に照明するように調整することができる。
【００１０】
　さらに、上記の内視鏡用冷却装置において、前記観察窓と前記照明窓とは、前記シース
の中心軸方向に位置を異なるものとして設けられていることがより好ましいとされている
。
　この発明に係る内視鏡用冷却装置によれば、挿入部と対応して中心軸方向に細長に形成
されるシースに対して、観察窓と照明窓とが中心軸方向に位置を異なるものとしているこ
とで、観察窓と照明窓とを互いにより離隔した状態として設けることができる。このため
、照明手段による照明光が挿入部の観察部材に入光してしまうのを、より確実に防ぐこと
ができる。
【００１１】
　さらに、上記の内視鏡用冷却装置において、前記照明窓は、前記観察窓との相対的位置
を変更可能に前記シースに設けられていることがより好ましいとされている。
　この発明に係る内視鏡用冷却装置によれば、照明窓の観察窓に対する相対的位置を、被
検体との距離に応じて好適な位置に変更することが可能である。このため、被検体との距
離が離れているときには、照明窓と観察窓との離隔を大きくして、照明手段による照明光
が挿入部の観察部材に入光してしまうのを、より確実に防ぐことができる。
【００１３】
また、上記の内視鏡用冷却装置において、前記照明部は、照明光を先端から発する、前記
シースの内部に延設されたライトガイドであることがより好ましいとされている。
　この発明に係る内視鏡用冷却装置によれば、シースの内部に延設されたライトガイドの
先端から照明光を発して、挿入部の観察部材に反射光が入光してしまうのを防ぎつつ、窓
部を介して被検体を照明して好適に観察することができる。
【００１５】
　また、上記の内視鏡用冷却装置において、前記照明部は、ＬＥＤを有するものとしても
良い。
　この発明に係る内視鏡用冷却装置によれば、シースの内部に設けられたＬＥＤから照明
光を発して、挿入部の観察部材に反射光が入光してしまうのを防ぎつつ、窓部を介して被
検体を照明して好適に観察することができる。
【００１８】
　また、上記の内視鏡用冷却装置において、前記シースは、先端が開口されて前記挿入部
の外周面との間に前記冷却用流路として挿入部流路を形成する内シースと、該内シースの
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外周面との間に前記冷却用流体が流れる前記冷却用流路としてシース流路を形成する外シ
ースとを有し、前記冷却用流体は、前記流体流通部によって、前記挿入部流路または前記
シース流路のいずれか一方に供給され、他方から回収されることがより好ましいとされて
いる。
【００１９】
　この発明に係る内視鏡用冷却装置によれば、流体流通部から供給される冷却用流体は、
挿入部流路に流入し、さらに内シース先端の開口からシース流路へ流入して、流体流通部
に回収される。あるいは、その逆にシース流路に流入し、挿入部流路から回収される。い
ずれにおいても、冷却用流体を循環させることができ、効率良く挿入部を冷却させること
ができる。
【００２０】
　また、上記の内視鏡用冷却装置において、前記内シースと、前記外シースと、前記照明
手段とは、互いに着脱可能に組付けられていることがより好ましいとされている。
　この発明に係る内視鏡用冷却装置によれば、内シースと、外シースと、照明手段とが着
脱可能に組み付けられているので、必要に応じて解体して、冷却用流体が流通する部分の
清掃など、メンテナンスを容易に行うことができる。
【００２１】
　また、本発明の内視鏡システムは、上記の内視鏡用冷却装置と、該内視鏡用冷却装置の
前記シースに先端側が装着可能な挿入部と、該挿入部の先端側に被検体の観察を行うため
の観察部材と、前記挿入部に一体に設けられた内視鏡照明部とを有する内視鏡装置と、を
備える内視鏡システムであって、前記挿入部の先端側を、前記シースに装着した際に、前
記内視鏡照明部を使用せず、前記シースの内部に設けられる前記照明手段を使用して前記
被検体の照明を行うことを特徴としている。
　この発明に係る内視鏡システムによれば、内視鏡用冷却装置から供給される冷却用流体
によって挿入部を常に冷却した状態とすることができるとともに、照明手段によって被検
体を照明することができる。このため、高温環境下においても、照明光が挿入部の観察部
材に入光してしまうことなく、好適に被検体の観察を行うことができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の内視鏡用冷却装置及び内視鏡システムによれば、シース及び流体流通部を備え
るとともに、シースの内部に照明手段が設けられていることで、挿入部を効果的に冷却し
て、高温環境下における使用を可能とするとともに、フレアの発生を抑えて、照明光によ
る照明の下、被検体を好適に観察することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本発明の第１参考例について、図１から図４を参照して説明する。
　本参考例に係る内視鏡装置１は、所謂側視型のものであって、図１から図３に示すよう
に、照明部２及び観察部材３を有する内視鏡先端部５が先端に設けられて、細長で可撓性
を有するとともに湾曲操作可能な挿入部６と、挿入部６を湾曲操作させるジョイスティッ
ク７が配された操作部８と、空気や水等の冷却用流体を流通させて挿入部６の先端側を冷
却する内視鏡用冷却装置２０とを備えている。観察部材３は、内視鏡先端部５から露出す
る観察レンズ３ａと、内視鏡先端部５に内蔵され、観察レンズ３ａによって拡大された像
を撮像する図示しないＣＣＤとを備える。また、図１に示すように、内視鏡装置１は、上
記のＣＣＤにより撮像された被検体を画像表示させる表示部１０が配設された装置本体１
１を備えている。さらに装置本体１１には、光源１１ａが内蔵されているとともに、光源
１１ａと接続可能なコネクタ１１ｂが設けられていて、内視鏡用冷却装置２０において、
後述する照明手段２４のライトガイドコネクタ３２と接続し、光源１１ａから照明光を供
給することが可能である。なお、挿入部６の先端部には、元々照明部２を有しているが、
シース２２を使わない通常の観察では、この照明部２を使って観察を行い、シース２２を
使うときには、照明部２を切って、照明手段２４を使って観察を行う。
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【００２４】
　図１から図３に示すように、内視鏡用冷却装置２０は、挿入部６の外周面との間に冷却
用流体が流れる冷却用流路２１を形成して挿入部６の先端側に装着されるシース２２と、
冷却用流路２１に冷却用流体を供給して回収する流体流通部２３と、シース２２の内部に
設けられた照明手段２４とを備える。流体流通部２３は、冷却用流体の供給源２５と、供
給源２５からの冷却用流体を冷却用流路２１に供給する供給配管２６と、冷却用流体を供
給源２５に回収する排出配管２７とを備えていて、これらは後述する接続継手３５ａ、３
６ｂを介して冷却用流路２１と接続されている。また、供給源２５は、冷却用流体が貯留
されるタンク２８と、タンク２８内の冷却用流体を供給配管２６に供給するためのポンプ
２９とを備えている。
【００２５】
　また、図２及び図３に示すように、照明手段２４は、先端３０ａを照明部として照明光
を発光可能なライトガイド３０と、ライトガイド３０の先端３０ａ側に外嵌され、金属材
などで形成された硬質の筒状部材３１と、ライトガイド３０の基端３０ｂに着脱可能に接
続され、装置本体１１の光源１１ａと接続可能なライトガイドコネクタ３２とを備える。
ライトガイド３０は、後述するようにシース２２の内部に挿通されているとともに、シー
ス２２の基端側から外部へ延設されている。また、筒状部材３１は、ライトガイド３０の
先端３０ａを所定の向きに配置可能に、略９０度湾曲して形成されている。
【００２６】
　シース２２は、本参考例においては金属部材で形成された硬性タイプであり、先端が開
口されて挿入部６の外周面との間に冷却用流体が流れる挿入部流路２１ａを形成する略円
形断面の内シース３５と、先端が蓋３６ａで封止され、内シース３５の外周面との間に冷
却用流体が流れるシース流路２１ｂを形成する略円形断面の外シース３６とを備える。
外シース３６の基端には、外シース３６と対応した径を有する環状溝３７ａが形成された
外側シール部材３７が嵌合されている。外側シール部材３７は、ゴムなどの弾性材で形成
されていて、環状溝３７ａが外シース３６に密着した状態で嵌合されている。また、外側
シール部材３７の環状溝３７ａの内側には、内シース３５の外径と対応する貫通孔３７ｂ
が形成されていて、内シース３５が挿通されている。すなわち、外側シール部材３７は、
内シース３５と外シース３６とを一体とさせてシース流路２１ｂを形成させるとともに、
シース流路２１ｂの基端側から冷却用流体が排出されないように規制している。また、外
シース３６の基端部外周には、流体流通部２３の排出配管２７と接続された接続継手３６
ｂが突出して設けられていて、シース流路２１ｂと流体流通部２３とを連通させて、冷却
用流体を回収することが可能である。
【００２７】
　さらに、外シース３６の先端部外周には、シース２２の内部から外部を観察するための
窓部３８が設けられている。より詳しくは、図３に示すように、窓部３８は、外シース３
６の先端部外周において、シース２２の中心軸Ｃ方向に所定の間隔を有して並べて形成さ
れた二つの貫通孔３６ｃ、３６ｄと、外シース３６の内周面において、貫通孔３６ｃ、３
６ｄと対応する位置に嵌合されたガラス管３６ｅとで構成されている。そして、基端側に
位置する貫通孔３６ｃとガラス管３６ｅとで、挿入部６の観察部材３によって観察するた
めの観察窓３８ａを構成するとともに、先端側に位置する貫通孔３６ｄとガラス管３６ｅ
とで、照明手段２４のライトガイド３０によって照明するための照明窓３８ｂを構成して
いる。
【００２８】
　図３及び図４に示すように、内シース３５は、挿入部６の外周面との間に挿入部流路２
１ａを形成する第一の内シース４０と、第一の内シース４０の外周に配設された第二の内
シース４１との２重管構造を有している。第一の内シース４０及び第二の内シース４１は
、ともに先端部が開口され、外周側に位置するシース流路２１ｂと連通しているとともに
、基端部は外側シール部材３７の貫通孔３７ｂから突出して設けられている。第二の内シ
ース４１の基端には、第二の内シース４１と対応した径を有する環状溝４２ａが形成され
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た内側シール部材４２が嵌合されている。内側シール部材４２は、ゴムなどの弾性材で形
成されていて、環状溝４２ａが第二の内シース４１に密着した状態で嵌合されている。ま
た、内側シール部材４２において、環状溝４２ａの内側の一部には、スペーサ４２ｂが突
出して設けられていて、スペーサ４２ｂと第二の内シース４１との間に第一の内シース４
０の基端が嵌合されている。さらに、スペーサ４２ｂよりも内側には、挿入部６の外径と
対応する貫通孔４２ｃが形成されていて挿入部６が挿通されている。すなわち、内側シー
ル部材４２は、第一の内シース４０と第二の内シース４１と挿入部６とを一体とさせて挿
入部流路２１ａを形成させるとともに、挿入部流路２１ａの基端側から流体用冷却が排出
されないように規制している。さらに、第一の内シース４０と第二の内シース４１との間
には、スペーサ４２ｂと対応して照明手段挿通部４３が形成され、照明手段２４のライト
ガイド３０が挿通されている。
【００２９】
　また、第二の内シース４１の基端部外周には、照明手段挿通部４３から外部にまで連通
する照明手段挿通孔４４が設けられている。照明手段挿通孔４４には、ガイドチューブ４
５の先端部が外嵌固定されていて、照明手段挿通部４３に挿通されたライトガイド３０の
基端３０ｂは、照明手段挿通孔４４からガイドチューブ４５に挿通されて、ガイドチュー
ブ４５の基端部に固定されたライトガイドコネクタ３２に着脱可能に接続されている。な
お、照明手段挿通孔４４の内周面とライトガイド３０との間には、ゴムなどの弾性材で形
成された略管状のシール部材４４ａが密着して嵌合している。このため、照明手段挿通部
４３からガイドチューブ４５側への冷却用流体の排出が規制されている。
【００３０】
　また、第一の内シース４０の先端部外周において、窓部３８の照明窓３８ｂと対向する
位置には貫通孔４０ａが形成され、さらに、貫通孔４０ａと中心軸Ｃ方向に位置を略同じ
くして、第一の内シース４０の内周側と照明手段挿通部４３とを連通する貫通孔４０ｂが
形成されている。ここで、貫通孔４０ｂは、後述する筒状部材３１の湾曲した部分を挿通
することが可能に、貫通孔４０ａに比べて大きい径に形成されている。また、第二の内シ
ース４１の先端部外周には、先端から窓部３８の照明窓３８ｂと対向する位置まで延びる
切欠き部４１ａが形成されている。切欠き部４１ａには、窓部３８の照明窓３８ｂと対向
する位置において、照明手段２４の筒状部材３１を係止可能な鍵穴４１ｂが形成されてい
て、第一の内シース４０の貫通孔４０ａと連通している。このため、照明手段挿通部４３
に挿通されたライトガイド３０は、先端側において、筒状部材３１によって約９０度湾曲
して第一の内シースの貫通孔４０ａ、４０ｂに挿通されている。さらに、筒状部材３１の
先端３１ａが鍵穴４１ｂに係止されていることで、ライトガイド３０は、先端３０ａが照
明窓３８ｂの直下に固定され、照明窓３８ｂを介して外部を照明可能とされている。
【００３１】
　また、第一の内シース４０及び第二の内シース４１の先端部外周において、窓部３８の
観察窓３８ａと対向する位置には、それぞれ貫通孔４０ｃ、４１ｃが形成され、互いに連
通している。このため、第一の内シース４０の内部に挿通された挿入部６の観察レンズ３
ａを、観察窓３８ａの位置と対応させて配置することで、貫通孔４０ｃ、４１ｃ及び観察
窓３８ａを介して外部の被検体を観察することが可能である。
【００３２】
　また、第二の内シース４１の基端部外周には流体流通部２３の供給配管２６と接続され
た接続継手３５ａが突出して設けられていて、第一の内シース４０の基端部外周には接続
継手３５ａと対応して貫通孔４０ｄが形成されている。このため、接続継手３５ａ及び貫
通孔４０ｄを介して挿入部流路２１ａと流体流通部２３とを連通させて冷却用流体を供給
可能であるとともに、シース流路２１ｂから接続継手３６ｂを介して回収可能であり、す
なわち、挿入部流路２１ａ及びシース流路２１ｂによって冷却用流体を循環可能な冷却用
流路２１を構成している。
【００３３】
　次に、この内視鏡装置１及び内視鏡用冷却装置２０の作用について説明する。内視鏡装
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置１で被検体を観察する場合、図３に示すように、挿入部６の先端側に、内視鏡用冷却装
置２０のシース２２を装着し、この状態で被検体の中に挿入していく。この際、図１に示
す流体流通部２３の供給源２５において、ポンプ２９を駆動し、冷却用流路２１に冷却用
流体を循環させておく。次に、挿入部６の先端に設けられた観察部材３で被検体の観察を
行う。図３に示すように、観察を行っている間、流体流通部２３によって冷却用流体が接
続継手３５ａに供給される。供給された冷却用流体は、接続継手３５ａから挿入部流路２
１ａに流入し、挿入部流路２１ａに沿って先端側へ流通するため、挿入部６及び照明手段
２４のライトガイド３０を好適に冷却させることできる。さらに、挿入部流路２１ａの先
端側まで流通した冷却用流体は、内シース３５の先端開口、切欠き部４１ａ、あるいは、
貫通孔４１ｃから外周側のシース流路２１ｂに流入し基端側へ流通することで、再び内周
側に位置する挿入部６及び照明手段２４のライトガイド３０を冷却することができる。そ
して、シース流路２１ｂの基端側まで到達した冷却用流体は、接続継手３６ｂから排出配
管２７へ排出される。排出された冷却用流体は、流体流通部２３によって回収され、再冷
却した後に接続継手３５ａから供給され、再び挿入部６を冷却することができる。このた
め、内視鏡装置１では、内視鏡用冷却装置２０を備えることで、被検体の内部が高温環境
下であったとしても、挿入部６及び照明手段２４を効率良く冷却し、また、照明手段２４
による照明光で照明窓３８ｂを介して被検体を照明して、挿入部６の観察部材３によって
観察窓３８ａを介して観察することができる。
【００３４】
　ここで、被検体の照明には、挿入部６に一体として設けられた照明部２を使用せずに、
挿入部６と別体として内視鏡用冷却装置２０のシース２２の内部に設けられた照明手段２
４を使用している。このため、照明光の発する位置を挿入部６の観察部材３から離隔させ
ることができ、それ故に照明光が窓部３８に反射して観察部材３に直接入光してしまう、
いわゆるフレアの発生を防いで被検体を好適に観察できる。特に、本参考例においては、
観察部材３によって観察を行う観察窓３８ａと、照明手段２４によって照明する照明窓３
８ｂとを別体としていることで、また、これらを細長に形成されたシース２２の中心軸Ｃ
方向に位置を異なるものとして形成している。このため、照明窓３８ｂと観察窓３８ａと
の位置と対応してそれぞれ配置される照明光を発するライトガイド３０の先端３０ａと、
観察部材３との位置をより離隔させることができ、より確実にフレアの発生を防ぐことが
できる。また、ライトガイド３０の先端３０ａは、筒状部材３１によって、挿入部６の観
察部材３の位置よりも窓部３８に近接する位置で第二の内シース４１に固定されている。
このため、ライトガイド３０の先端３０ａから発せられる照明光が拡散して、観察部材３
により近い位置で窓部３８に反射してしまうのを防ぐことができ、より確実にフレアを防
ぐことができる。
【００３５】
　また、図３に示すように、内シース３５は、外側シール部材３７の貫通孔３７ｂが密着
して外嵌するだけで、外シース３６と一体となっている。このため、外シース３６に対し
て内シース３５を一定の力以上を与えて引き抜くことで、外シース３６と内シース３５と
を容易に別体とすることができる。同様に、挿入部６は、内側シール部材４２の貫通孔４
２ｃが密着して外嵌するだけで、内シース３５と一体となっている。このため、内シース
３５に対して挿入部６を一定の力以上を与えて引き抜くことで、内シース３５と挿入部６
とを容易に別体とすることができる。さらには、内シース３５を構成する第一の内シース
４０と第二の内シース４１とは、互いに内側シール部材４２に密着して嵌合しているだけ
で一体となっている。このため、第一の内シース４０及び第二の内シース４１に対して内
側シール部材を一定の力以上を与えて取り外すことで、第一の内シース４０と第二の内シ
ース４１とを容易に別体とすることができる。この際、照明手段２４において、ライトガ
イド３０の基端３０ｂからライトガイドコネクタ３２を取り外すとともに、照明手段挿通
孔４４からガイドチューブ４５及びシール部材４４ａを取り外す。この状態で、第二の内
シース４１の先端側から第一の内シース４０を引き抜けば、照明手段２４のライトガイド
３０及び筒状部材３１は、切欠き部４１ａの鍵穴４１ｂで係止されているだけであるので
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、第一の内シース４０とともに容易に取り外すことができる。最後に、第一の内シース４
０の貫通孔４０ａ、４０ｂからライトガイド３０及び筒状部材３１を引き抜けば、挿入部
６、外シース３６、内シース３５を構成する第一の内シース４０及び第二の内シース４１
、並びに、照明手段２４を別体とすることができる。
【００３６】
　同様に、内視鏡用冷却装置２０を組立てて装着する場合には、図４に示すように、まず
、ライトガイド３０の基端３０ｂにライトガイドコネクタ３２を取り付けていない状態と
して、第一の内シース４０の貫通孔４０ａ、４０ｂにライトガイド３０及び筒状部材３１
を挿通させる。この状態で、第二の内シース４１の先端側から基端側へ第一の内シース４
０及びライトガイド３０を挿通させるとともに、ライトガイド３０の基端３０ｂ側を照明
手段挿通孔４４から外部へ延設させる。そして、ライトガイド３０の基端３０ｂ側につい
ては、照明手段挿通孔４４に、シール部材４４ａを嵌合させるとともに、ガイドチューブ
４５を外嵌させ、基端３０ｂにライトガイドコネクタ３２を接続させる。また、ライトガ
イド３０の先端３０ａについては、筒状部材３１の先端３１ａを鍵穴４１ｂに係止するこ
とで、第二の内シース４１に固定させる。この状態で、第一の内シース４０及び第二の内
シース４１の基端に内側シール部材４２を嵌合させることで、内シース３５を構成する第
一の内シース４０及び第二の内シース４１と、照明手段２４とは一体となる。そして、外
シース３６の基端に外側シール部材３７を嵌合させた後に、外側シール部材３７の貫通孔
３７ｂに、一体となった内シース３５を圧入することで、内シース３５と外シース３６と
は、シース２２として一体となる。最後に、内側シール部材４２の貫通孔４２ｃに挿入部
６を圧入することで、シース２２は、挿入部６に装着された状態となる。ここで、ライト
ガイド３０は、第一の内シース４０と第二の内シース４１との間の照明手段挿通部４３に
挿通されていて、挿入部６と異なるスペースに延設されている。また、先端３０ａ側にお
いては、筒状部材３１で覆われている。このため、挿入部６を挿入する際に、挿入部６と
ライトガイド３０とが干渉して損傷してしまうのを防ぐことができる。以上のように、挿
入部６に装着される外シース３６、内シース３５を構成する第一の内シース４０及び第二
の内シース４１、並びに、照明手段２４を上記のような構成とすることで、容易に着脱可
能であり、必要に応じて解体して、冷却用流体が流通する部分の清掃など、メンテナンス
を容易に行うことができる。
【００３７】
　図５は、この参考例の第１の変形例を示している。図５に示すように、この変形例の窓
部５０は、外シース３６の内周面において、観察窓５０ａを形成する貫通孔３６ｃと対応
する位置で嵌合したガラス管３６ｆと、照明窓５０ｂを形成する貫通孔３６ｄと対応する
位置で嵌合したガラス管３６ｇとを備えている。また、ガラス管３６ｆ、３６ｇの間には
、隙間３６ｈが形成されている。本変形例のように、観察窓５０ａを構成するガラス管３
６ｆと、照明窓５０ｂを構成するガラス管３６ｇとを別体として隙間３６ｈを形成するこ
とで、観察窓５０ａと照明窓５０ｂとの間で照明光が反射して観察部材３に入光してしま
うのを防ぐことができ、より確実にフレアを防ぐことができる。なお、隙間３６ｈに遮光
板を介装することで、さらに効果的となる。
【００３８】
　図６は、この参考例の第２の変形例を示している。図６に示すように、この変形例の照
明手段５１は、ライトガイド３０の先端３０ａ側に外嵌する筒状部材５２が９０度以下と
なる鋭角に湾曲している。このため、ライトガイド３０は、先端３０ａがシース２２の基
端側へ向くようにして筒状部材５２によって固定され、ライトガイド３０の照明方向Ｌ３
０は、観察部材３による観察方向Ｌ３に向かって傾斜するように設定されている。また、
ライトガイド３０の先端３０ａの向きと対応して、第一の内シース４０の貫通孔４０ａ及
び第二の内シース４１の鍵穴４１ｂがテーパ状に形成されているとともに、照明窓５０ｂ
の位置が鍵穴４１ｂの位置に対してシース２２の基端側へ偏心している。このため、照明
方向Ｌ３０が傾斜していても、シース２２が支障となってしまうこと無く、外部の被検体
を好適に照明することができる。また、本変形例のように、観察方向Ｌ３に対して照明方
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向Ｌ３０を傾斜させることで、照明光を発する照明手段５１のライトガイド３０の先端３
０ａの位置を挿入部６の観察部材３からより離隔させてフレアをより確実に防ぐことがで
きるとともに、挿入部６の観察部材３による被検体の観察位置をより好適に照明すること
ができる。
【００３９】
　図７は、この参考例の第３の変形例を示している。図７に示すように、この変形例の照
明手段５３は、ライトガイド５４と、ライトガイド５４の先端５４ａ側に外嵌された筒状
部材５５とを備える。ライトガイド５４の先端５４ａの端面及び筒状部材５５の先端５５
ａの端面は、それぞれシース２２の基端側へ傾斜して形成されている。このため、ライト
ガイド５４の照明方向Ｌ５４は、観察部材３による観察方向Ｌ３に向かって傾斜するよう
に設定されている。また、照明窓５０ｂの位置が、筒状部材５５が固定された鍵穴４１ｂ
の位置に対してシース２２の基端側へ偏心している。このため、第２の変形例同様に、フ
レアをより確実に防ぐとともに、好適に照明することができる。
【００４０】
　図８及び図９は、この参考例の第４の変形例を示している。図８及び図９に示すように
、この変形例の内シース６０は、挿入部６の外周面との間に挿入部流路２１ａを形成する
第一の内シース６１と、第一の内シース６１の外周に配設された第二の内シース６２との
２重管構造を有している。第二の内シース６２は、本体部６３と、本体部６３から先端側
へ縮径する縮径部６４と、縮径部６４から先端側へ延びる先端部６５とを備える。本体部
６３の先端側には、図示しない外シースの観察窓と対応する貫通孔６３ａが形成されてい
て、貫通孔６３ａを介して観察部材３による観察を可能としている。また、縮径部６４は
、本体部６３の貫通孔６３ａが形成された位置と周方向に位置を略同じくして、偏ってテ
ーパが形成され縮径していて、これにより先端部６５は、本体部６３に対して偏心して接
続されている。先端部６５には、本体部６３の貫通孔６３ａが形成された位置と周方向に
位置を略同じくして貫通孔６５ａが形成されている。貫通孔６５ａは、中心軸Ｃ方向に細
長に形成されていて、基端側は縮径部６４に到達する位置まで形成されている。
【００４１】
　また、第一の内シース６１は、第二の内シース６２と組み付けられた状態において、先
端が縮径部６４の基端側に位置するような長さに設定されていて、本体部６３の貫通孔６
３ａと対応する位置には同様に貫通孔６２ａが形成されている。また、第一の内シース６
１と第二の内シース６２とは、図示しない基端において内側シース部材に嵌合することで
一体となっているとともに、照明手段挿通部４３を形成している。そして、照明手段６６
として、ライトガイド３０が照明手段挿通部４３に延設されているとともに、先端３０ａ
側には、筒状部材３１が外嵌されている。筒状部材３１の先端３１ａ及びライトガイド３
０の先端３０ａの径方向の位置は、ライトガイド３０を照明手段挿通部４３に挿通された
状態で、第二の内シース６２において、先端部６５の内周面よりも外周側に位置するとと
もに、本体部６３の内周面よりも内周側に位置するように設定されている。
【００４２】
　この変形例の内シース６０では、照明手段６６と組み付ける際には、まず、筒状部材３
１が外嵌されたライトガイド３０を、第二の内シース６２の基端側から先端側へ挿通する
。このため、筒状部材３１は、先端３１ａが第二の内シース６２の先端部６５の貫通孔６
５ａの先端側に当接することで係止され、これによりライトガイド３０を固定することが
できる。そして、第一の内シース６１を第二の内シース６２の内部に挿入することで、内
シース６０と照明手段６６とを組み付けることができる。また、その逆の工程によって解
体することも可能である。以上のように、本変形例においては、着脱作業がすべて基端側
から行えることで、着脱作業をより容易にすることができる。
【００４３】
　図１０及び図１１は、この参考例の第５の変形例を示している。図１０及び図１１に示
すように、この変形例の内シース７０は、挿入部６の外周面との間に挿入部流路２１ａを
形成する単管構造となっていて、挿入部６が挿通される内視鏡挿通部７１と、ライトガイ



(11) JP 4964546 B2 2012.7.4

10

20

30

40

50

ド３０が挿通される照明手段挿通部７２とが、間に隔壁７３を有して形成されている。
また、内シース７０には、図示しない外シースの観察窓と対応して、外部から内視鏡挿通
部７１まで連通する貫通孔７０ａが形成されていて、観察部材３による観察を可能として
いる。さらに、内シース７０には、貫通孔７０ａと周方向に位置を略同じくして、先端か
ら基端側へ延びる切欠き部７０ｂが形成されている。また、内シース７０の隔壁７３にお
いても、先端から基端側へ延びる切欠き部７３ａが形成されている。そして、照明手段２
４として、先端３０ａ側に筒状部材３１が外嵌されたライトガイド３０は、照明手段挿通
部７２に挿通されて、切欠き部７３ａから内視鏡挿通部７１を抜けて、筒状部材３１の先
端３１ａが切欠き部７０ｂに係止されることで固定されている。
【００４４】
　この変形例の内シース７０では、照明手段２４と組み付ける際には、内シース７０の先
端側から照明手段挿通部７２に、筒状部材３１が切欠き部７０ｂに係止されるまでライト
ガイド３０を挿通させるだけで良い。すなわち、内シース７０が内視鏡挿通部７１と照明
手段挿通部７２とを備えることで、単管構造として、部材数を少なくするとともに、着脱
の際の工程を少なくすることができる。なお、本変形例では、ライトガイド３０は、筒状
部材３１が切欠き部７０ｂに係止されることで固定されるものとしたが、照明手段挿通部
７２の内径を筒状部材３１の外径と略等しくして摩擦固定、あるいは、耐熱性の接着剤で
接着固定するものとしても良い。
【００４５】
　図１２及び図１３は、この参考例の第６の変形例を示している。図１０及び図１１に示
すように、この変形例のシース７５は、挿入部流路２１ａを形成する内シース７６と、シ
ース流路２１ｂを形成する外シース３６とを備える。内シース７６は、挿入部６の外周面
との間に挿入部流路２１ａを形成する単管構造となっていて、挿入部６が挿通される内視
鏡挿通部７７と、ライトガイド３０が挿通される照明手段挿通部７８とが、間に隔壁７９
を有して形成されている。内シース７６は、図示しない外側シール部材によって外シース
３６と組み付けられた状態となっていて、先端が観察窓５０ａと照明窓５０ｂとの間に位
置するような長さに設定されている。また、観察窓５０ａと対向する位置には、外部から
内視鏡挿通部７７まで連通する貫通孔７６ａが形成されていて、観察部材３による観察を
可能とさせている。また、照明手段挿通部７８は、先端側に筒状部材３１の外径と略等し
く設定された拡径部７８ａが形成されて開口している。この変形例のシース７５の内シー
ス７６では、照明手段２４と組み付ける際には、内シース７６の先端側から照明手段挿通
部７８に、筒状部材３１の基端が拡径部７８ａに嵌合されるまで、ライトガイド３０を挿
入させるだけで摩擦固定される。このため、第５の変形例同様に部材数を少なくするとと
もに、着脱の際の工程を少なくすることができる。
【００４６】
　図１４は、この参考例の第７の変形例を示している。図１４に示すように、この変形例
のシース８０は、挿入部流路２１ａを形成する内シース８１と、シース流路２１ｂを形成
する外シース３６とを備える。内シース８１は、挿入部６の外周面との間に挿入部流路２
１ａを形成する単管構造となっていて、観察窓５０ａ及び照明窓５０ｂとそれぞれ対向し
て貫通孔８１ａ、８１ｂが形成されている。さらに、照明窓５０ｂと対向する貫通孔８１
ｂと中心軸Ｃ方向に位置を同じくして貫通孔８１ｃが形成されている。また、照明手段８
２として、ライトガイド８３と、ライトガイド８３の先端８３ａ側に外嵌された筒状部材
８４とを備える。この変形例においては、ライトガイド８３は、内シース８１と外シース
３６との間のシース流路２１ｂに挿通されている。また、筒状部材８４は、照明窓５０ｂ
と対向する貫通孔８１ｂに嵌合されているとともに、先端に外周へ張り出した外フランジ
８４ａを有していて、外フランジ８４ａが内シース８１の外周面と当接することで、係止
されており、これによりライトガイド８３は固定されている。この変形例のシース８０の
内シース８１では、照明手段２４と組み付ける際には、予め延設されたライトガイド８３
の先端８３ａを内シース８１の貫通孔８１ｂに挿通させる。そして、ライトガイド８３の
先端８３ａに筒状部材８４を外嵌固定させた後に、筒状部材８４を貫通孔８１ｂに嵌合さ
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せるだけで、ライトガイド８３は固定される。このため、第５の変形例同様に、部材数を
少なくするとともに、着脱の際の工程を少なくすることができる。
【００４７】
（第２参考例）
　次に、本発明の第２参考例について説明する。図１５から図１７は、本発明の第２参考
例を示したものである。この参考例において、前述した参考例で用いた部材と共通の部材
には同一の符号を付して、その説明を省略する。
【００４８】
　図１５から図１７に示すように、この参考例の内視鏡装置の内視鏡用冷却装置１００は
、冷却用流路２１を形成して挿入部６の先端側に装着されるシース１０１と、流体流通部
２３と、シース１０１の内部に設けられた照明手段１０２とを備える。シース１０１は、
先端が開口されて挿入部６の外周面との間に冷却用流体が流れる挿入部流路２１ａを形成
する内シース１０３と、外シース３６とを備える。内シース１０３は、挿入部６の外周面
との間に挿入部流路２１ａを形成する第一の内シース１０４と、第一の内シース１０４の
外周に配設された第二の内シース１０５との２重管構造を有している。
【００４９】
　図１６及び図１７に示すように、第一の内シース１０４及び第二の内シース１０５は、
ともに先端が開口され、外周側に位置するシース流路２１ｂと連通しているとともに、基
端部は外側シール部材３７の貫通孔３７ｂから突出して設けられている。第二の内シース
１０５の基端部内周面には、めねじ部１０５ａが形成されている。また、第一の内シース
１０４の基端部は、段部１０４ａを有して、第二の内シース１０５のめねじ部１０５ａに
螺合可能に外径が拡径し、おねじ部１０４ｂが形成されている。また、おねじ部１０４ｂ
よりも基端側には、外周側に張り出して把持可能なつまみ部１０４ｃが形成され、つまみ
部１０４ｃとおねじ部１０４ｂとの間には、つまみ部１０４ｃに当接して環状のシール部
材１０４ｄが外嵌されている。このため、第一の内シース１０４を第二の内シース１０５
の基端側から挿入し、つまみ部１０４ｃを把持してめねじ部１０５ａにおねじ部１０４ｂ
を螺合させれば、第一の内シース１０４と第二の内シース１０５とは一体となるとともに
、第一の内シース１０４と第二の内シース１０５との間に照明手段挿通部１０６が形成さ
れる。また、第二の内シース１０５の基端とつまみ部１０４ｃとでシール部材１０４ｄを
挟み込むことで、形成された照明手段挿通部１０６の基端側は封止された状態となるとと
もに、第一の内シース１０４の段部１０４ａから基端側へ連通する挿通孔１０４ｅによっ
て、後述するライトガイド１０９を照明手段挿通部１０６に挿通した状態とすることがで
きる。なお、第一の内シース１０４の段部１０４ａよりも先端側には、照明手段挿通部１
０６と対応した厚さを有し、ゴムなどの弾性材で形成された環状部材１０７が外嵌されて
いて、照明手段挿通部１０６のスペースを確保するとともに、外周側に形成された切欠き
部１０７ａによって後述するライトガイド１０９を支持している。
【００５０】
　また、第一の内シース１０４において、つまみ部１０４ｂの基端側には、内側シール部
材１０８が嵌合されている。内側シール部材１０８は、ゴムなどの弾性部材で形成されて
いて、第一の内シース１０４と対応した径を有する環状溝１０８ａと、環状溝１０８ａの
内側に形成され、外径が第一の内シース１０４の内径と略等しく設定された略管状の管状
凸部１０８ｂとを備え、環状溝１０８ａ及び管状凸部１０８ｂが第一の内シース１０４の
基端に嵌合することで、第一の内シース１０４の基端側が封止されている。また、内側シ
ール部材１０８には、管状凸部１０８ｂと連通する貫通孔１０８ｃが形成されていて、挿
入部６が挿通されている。貫通孔１０８ｃの内径は、挿入部６の外径と略等しいか若しく
は僅かに小さく設定されていて、これにより挿入部６と内シース１０３は一体とされてい
るとともに、挿入部流路２１ａの基端側から冷却用流体が排出されないように規制してい
る。また、内側シール部材１０８の環状溝１０８ａの内部には、挿通孔１０８ｄが第一の
内シース１０４の挿通孔１０４ｅと外部とを連通可能に形成されている。
【００５１】
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　また、内シース１０３の第二の内シース１０５において、外シース３６の基端から突出
する部分の外周面には、流体流通部２３の供給配管２６と接続された接続継手１０３ａが
突出して設けられていて内部と連通している。さらに、第一の内シース１０４において、
接続継手１０３ａと対応する位置には、挿入部流路２１ａと連通する貫通孔１０４ｆが形
成されている。このため、流体流通部２３の供給配管２６から供給された冷却用流体は、
接続継手１０３ａを介して照明手段挿通部１０６へ、照明手段挿通部１０６から貫通孔１
０４ｆを介して挿入部流路２１ａに流入させることが可能である。
【００５２】
　また、第一の内シース１０４及び第二の内シース１０５には、組み付けた状態において
、外シース３６の観察窓５０ａと対向する位置に貫通孔１０４ｇ、１０５ｂが形成されて
いて、挿入部６の観察部材３による観察を可能としている。また、第二の内シース１０５
において、外シース３６の照明窓５０ｂと対向する位置には、先端から基端側へ延びる切
欠き部１０５ｃが形成されている。また、第一の内シース１０５において、外シース３６
の照明窓５０ｂと対向する位置には、貫通孔１０４ｈが形成され、さらに、貫通孔１０４
ｈと中心軸Ｃ方向に位置を略同じくして、第一の内シース１０４の内周側と照明手段挿通
部１０６とを連通する貫通孔１０４ｉが形成されている。
【００５３】
　また、照明手段１０２は、ライトガイド１０９と、ライトガイド１０９の先端側に外嵌
された筒状部材１１０と、ライトガイド１０９の基端側に外嵌されたガイドチューブ１１
１と、筒状部材１１０とガイドチューブ１１１との間でライトガイド１０９に外嵌された
略管状のシール部材１１２とを備える。ライトガイド１０９は、筒状部材１１０、ガイド
チューブ１１１、及びシール部材１１２に覆われた状態で、照明手段挿通部１０６に挿通
されていて、第一の内シース１０４の挿通孔１０４ｅから内側シール部材１０８の挿通孔
１０８ｄを介して外部へと延び、基端にライトガイドコネクタ１１３が設けられている。
そして、ライトガイドコネクタ１１３を図示しない光源に接続することで、先端１０９ａ
から照明光を発することが可能である。
【００５４】
　また、筒状部材１１０は、金属等で形成された硬質の部材で、先端側が略９０度湾曲し
て形成されていて、ライトガイド１０９に外嵌された状態で、ライトガイド１０９ととも
に、照明手段挿通部１０６に挿通されている。そして、基端側で環状部材１０７の切欠き
部１０７ａに嵌合固定されているとともに、先端側は、第一の内シース１０４の貫通孔１
０４ｉ、１０４ｈに挿通されて先端１１０ａが照明窓５０ｂに直下に位置するように延設
されている。このため、筒状部材１１０の内部に挿通されて先端１１０ａから露出してい
るライトガイド１０９は、先端１０９ａから照明光を発して、照明窓５０ｂを介して外部
を照明することが可能である。また、シール部材１１２の外径は、第一の内シース１０４
の挿通孔１０４ｅと略等しいか若しくは僅かに大きく設定されていて、挿通孔１０４ｅに
圧入されている。このため、筒状部材１１０は、挿通孔１０４ｅとシール部材１１２との
間に生じる摩擦と、自身が環状部材１０７の切欠き部１０７ａに嵌合されていることとに
よって固定されている。
【００５５】
　以上のように、本参考例の内視鏡用冷却装置１００においても、挿入部６及び照明手段
１０２を効果的に冷却して高温環境下での使用を可能とするとともに、照明手段１０２に
よって、挿入部６の観察部材３と離隔した位置から被検体を照明することができ、フレア
の発生を防いで、好適に被検体を観察することができる。また、本参考例において、内シ
ース１０３を組み付ける際には、まず、第一の内シース１０４の基端に内側シール部材１
０８を嵌合させる。次に、照明手段１０２において、ライトガイドコネクタ１２３を、先
端側から第一の内シース１０４の挿通孔１０４ｅを経由して内側シール部材１０８の挿通
孔１０８ｄまで挿通させる。さらに、筒状部材１１０の先端側を第一の内シース１０４の
貫通孔１０４ｈ、１０４ｉに挿通させるとともに、筒状部材１１０を環状部材１０７の切
欠き部１０７ａに嵌合させることで、第一の内シース１０４と照明手段１０２とが一体と
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なる。そして、この状態で、第一の内シース１０４を第二の内シース１０５の基端側から
挿入して螺合するだけで、容易に組み付けた状態とすることができ、また、逆の手順によ
り容易に解体することができる。このため、第１参考例同様に、メンテナンスを容易に行
うことができる利点も有する。
【００５６】
（第３参考例）
　次に、本発明の第３参考例について説明する。図１８及び図１９は、本発明の第３参考
例を示したものである。この参考例において、前述した参考例で用いた部材と共通の部材
には同一の符号を付して、その説明を省略する。
【００５７】
　図１８及び図１９に示すように、この参考例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置
１２０は、冷却用流路２１を形成して挿入部６の先端側に装着されるシース１２１と、流
体流通部２３と、シース１２１の内部に設けられた二つの照明手段１２２、１２３とを備
える。シース１２１は、先端が開口されて挿入部６との間に冷却用流体が流れる挿入部流
路２１ａを形成する内シース１２４と、先端が封止され、内シース１２４との間に冷却用
流体が流れるシース流路を形成する外シース１２５とを備える。外シース１２５には、流
体流通部２３の排出配管２７と接続された接続継手１２５ａが設けられている。また、外
シース１２５の先端部外周には、シース１２１の内部から外部を観察するための窓部１２
６が設けられている。窓部１２６は、挿入部６の観察部材３によって観察するための観察
窓１２６ａと、二つの照明手段１２２、１２３によってそれぞれ照明するための照明窓１
２６ｂ、１２６ｃとを備える。照明窓１２６ｂ、１２６ｃは、観察窓１２６ａよりも先端
側において、周方向に位置をずらして設けられている。これら窓部１２６の観察窓１２６
ａ及び照明窓１２６ｂ、１２６ｃは、それぞれ対応する位置に形成された貫通孔１２５ｂ
、１２５ｃ、１２５ｄと、貫通孔１２５ｂ、１２５ｃ、１２５ｄと対応する位置で外シー
ス１２５の内周面に嵌合されたガラス管１２５ｅとで構成されている。また、外シース１
２５の基端には、外側シール部材１２５ｆが嵌合され、外シース１２５と内部に挿入され
た内シース１２４とを一体とするとともに、シース流路の基端側から冷却用流体が排出さ
れてしまうのを規制している。
【００５８】
　内シース１２４は、外シース１２５と組み付けられた状態において、外シース１２５の
基端側に突出して設けられている。内シース１２４は、挿入部６の外周面との間に挿入部
流路２１ａを形成する第一の内シース１２７と、第一の内シース１２７の外周に配設され
た第二の内シース１２８との２重管構造を有している。第二の内シース１２８の基端には
、内側シール部材４２が外嵌されていて、第一の内シース１２７と第二の内シース１２８
とを一体としているとともに、挿入部流路２１ａの基端側から冷却用流体が排出されてし
まうのを規制している。また、第二の内シース１２８の基端部外周には、流体流通部２３
の供給配管２６と接続された接続継手１２４ａが設けられているとともに、第一の内シー
ス１２７の対応する位置には、外周側から内周側へ連通する図示しない貫通孔が形成され
ていて、挿入部流路２１ａに冷却用流体を供給することを可能としている。
【００５９】
　第二の内シース１２８が略円形断面の形成されている一方、第一の内シース１２７は、
略楕円形断面に形成されている。第一の内シース１２７の長軸方向の外径は、第二の内シ
ース１２８の内径と略等しく設定されている。このため、第一の内シース１２７の短軸方
向には、第一の内シース１２７と第二の内シース１２８との間に二つのスペースが形成さ
れ、この二つのスペースを、照明手段１２２、１２３のそれぞれを挿通させる照明手段挿
通部１２９、１３０としている。また、第一の内シース１２７及び第二の内シース１２８
のそれぞれにおいて、外シース１２６の観察窓１２６ａと対向する位置には、貫通孔１２
７ａ、１２８ａが形成されていて、挿入部６の観察部材３によって観察窓５０ａを介して
外部を観察することを可能としている。さらに、第二の内シース１２８において、照明窓
１２６ｂ、１２６ｃと中心軸Ｃ方向に略等しい位置には、それぞれと対応して貫通孔１２
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８ｂ、１２８ｃが形成されている。貫通孔１２８ｂ、１２８ｃは、観察窓１２６ａと、そ
れぞれ対応する照明窓１２６ｂ、１２６ｃとの位置関係において、照明窓１２６ｂ、１２
６ｃよりも、さらに周方向に位置をずらして形成されている。
【００６０】
　また、照明手段１２２、１２３は、それぞれ、ライトガイド１３１、１３２と、ライト
ガイド１３１、１３２にそれぞれ外嵌された筒状部材１３３、１３４とを備えている。筒
状部材１３３、１３４は、それぞれ、照明手段挿通部１２９、１３０の基端側から先端側
へ挿通されていて、対応する貫通孔１２８ｂ、１２８ｃの位置で径方向外側に屈曲し、第
二の内シース１２８の外周側へ突出している。さらに、筒状部材１３３、１３４は、第二
の内シース１２８の外周側へ突出した状態から、それぞれ対応する照明窓１２６ｂ、１２
６ｃに向かって屈曲している。このため、筒状部材１３３、１３４に挿通されたライトガ
イド１３１、１３２は、先端側において筒状部材１３３、１３４と対応して照明窓１２６
ｂ、１２６ｃに向かって配設されている。すなわち、ライトガイド１３１、１３２の先端
１３１ａ、１３２ａから発せられる照明光の照明方向Ｌ１３１、Ｌ１３２は、照明窓１２
６ｂ、１２６ｃを通って、観察窓１２６ａを介して観察する観察部材３の観察方向Ｌ３に
向かって傾斜している。このため、複数の照明手段によって、フレアの発生を防ぎつつ、
観察する被検体を好適に照明することができる。
【００６１】
　図２０及び図２１は、この参考例の変形例を示している。図２０及び図２１に示すよう
に、この変形例の内視鏡用冷却装置１４０のシース１４１において、外シース１４２には
、窓部１４３として、観察窓１４３ａと、照明窓１４３ｂとが設けられている。照明窓１
４３ｂは、観察窓１４３ａと中心軸Ｃ方向に位置を異なるものとする一方、周方向に位置
を略等しいものとして設けられている。また、内シース１４４を構成する第一の内シース
１４５と第二の内シース１４６とは、略円形断面に形成されていて、第一の内シース１４
５と第二の内シース１４６との間には、照明手段挿通部１４７が形成されている。第一の
内シース１４５及び第二の内シース１４６のそれぞれにおいて、外シース１４２の観察窓
１４３ａと対向する位置には、貫通孔１４５ａ、１４６ａが形成されていて、挿入部６の
観察部材３によって観察窓１４３ａを介して外部を観察することを可能としている。さら
に、第二の内シース１４５には、照明窓１４３ｂと中心軸Ｃ方向に位置を略同じくすると
ともに、周方向に位置を異なるものとして、二つの貫通孔１４５ａ、１４５ｂが形成され
ている。そして、ライトガイドと筒状部材とで構成された二つの照明手段１４８、１４９
は、ともに照明手段挿通部１４７に基端側から先端側へ挿通され、それぞれ貫通孔１４６
ａ、１４６ｂの位置で、貫通孔１４６ａ、１４６ｂから照明窓１４３ｂに向かって屈曲し
ている。このため、照明手段１４８、１４９のライトガイドから発せられる照明光の照明
方向Ｌ１４８、Ｌ１４９は、照明窓１４３ｂを通って、観察部材３の観察方向Ｌ３に向か
って傾斜している。この変形例のように照明窓を一つとしても、上記同様に、複数の照明
手段によってフレアの発生を防ぎつつ、観察する被検体を好適に照明することができる。
【００６２】
（第４の実施形態）
　次に、本発明の第４の実施形態について説明する。図２２から図２４は、本発明の第４
の実施形態を示したものである。こ参考例において、前述した第１～第３参考例で用いた
部材と共通の部材には同一の符号を付して、その説明を省略する。
【００６３】
　図２２から図２４に示すように、この実施形態の内視鏡装置の内視鏡用冷却装置１５０
は、冷却用流路２１を形成して挿入部６の先端側に装着されるシース１５１と、流体流通
部２３と、シース１５１の内部に設けられた照明手段１５２とを備える。シース１５１は
、先端が開口されて挿入部６の外周面との間に冷却用流体が流れる挿入部流路２１ａを形
成する内シース１５３と、先端が封止され、内シース１５３の外周面との間に冷却用流体
が流れるシース流路２１ｂを形成する外シース１５４とを備える。外シース１５４の先端
部外周には、観察窓５０ａ及び照明窓５０ｂが設けられている。また、基端部外周には、
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流体流通部２３の排出配管２７と接続された接続継手１５４ａが突出して設けられていて
、シース流路２１ｂと流体流通部２３とを連通させて、冷却用流体を回収することが可能
である。
【００６４】
　内シース１５３の中心軸Ｃ方向の一部には、外周側に張り出した拡径部１５３ａが形成
されていて、ゴムなどの弾性材で形成された略環状の外側シール部材１５３ｂが外嵌され
ている。外側シール部材１５３ｂの外径は、外シース１５４の内径と略等しいか若しくは
僅かに大きく設定されている。このため、外シース１５４の基端から内シース１５３に外
嵌された外側シール部材１５３ｂを圧入することで、内シース１５３及び外シース１５４
のそれぞれとシール部材１５３ｂとの間に生じる摩擦によって、内シース１５３と外シー
ス１５４とは一体化され、また、シース流路２１ｂの基端から冷却用流体が流出してしま
うのが規制される。また、内シース１５３は、外シース１５４と組み付けられた状態にお
いて、先端が観察窓５０ａと照明窓５０ｂとの間に位置するような長さに設定されている
。
【００６５】
　また、内シース１５３は、挿入部６の外周面との間に挿入部流路２１ａを形成する単管
構造となっていて、挿入部６が挿通される内視鏡挿通部１５５と、照明手段１５２が挿通
される照明手段挿通部１５６とが、間に隔壁１５７を有して形成されている。内シース１
５３と外シース１５４とを組み付けた状態において、内シース１５３は、外シース１５４
の基端側から突出して設けられている。内シース１５３の基端には、ゴムなどの弾性材で
形成された有底筒状の内側シール部材１５８が外嵌されていて、内視鏡挿通部１５５の基
端側を封止している。シール部材１５８の底部１５８ａには貫通孔１５８ｂが形成されて
いる。貫通孔１５８ｂの内径は、挿入部６の外径と略等しいか僅かに小さく設定されてい
て、挿入部６を挿入することで内シース１５３と挿入部６とを一体とさせるとともに、挿
入部流路２１ａの基端から冷却用流体が排出されてしまうのを規制している。また、内シ
ース１５３の基端部外周には、流体流通部２３の供給配管２６と接続された接続継手１５
３ｄが突出して設けられていて、挿入部流路２１ａと流体流通部２３とを連通させて、冷
却用流体を供給することが可能としている。さらに、内シース１５３の先端部外周には、
外シース１５４の観察窓５０ａと対向する位置で、内視鏡挿通部１５５と連通する貫通孔
１５３ｅが形成されていて、挿入部６の観察部材３による観察を可能としている。照明手
段挿通部１５６は、内視鏡挿通部１５５よりも先端側で基端開口部１５６ａを形成してい
て、外フランジ１５９ａを有するキャップ１５９で封止されている。キャップ１５９には
挿通孔１５９ｂが形成されていて、照明手段１５２を挿通させるとともに、照明手段挿通
部１５６から冷却用流体が排出されてしまうのを規制している。
【００６６】
　また、照明手段１５２は、照明部であるライトガイド１６０と、ライトガイド１６０の
先端側に外嵌された略筒状の支持部材１６１と、ライトガイド１６０の基端側に外嵌され
たガイドチューブ１６２と、支持部材１６１とガイドチューブ１６２との間でライトガイ
ドに外嵌された略筒状の操作部１６３とを備える。ライトガイド１６０は、支持部材１６
１に覆われた状態で、照明手段挿通部１５６に挿通されて基端開口部１５６ａから外部へ
と延びている。ライトガイド１６０の基端にはライトガイドコネクタ１６３が接続されて
いて、図示しない光源と接続することが可能である。また、支持部材１６１は、金属等で
形成された硬質の部材で、先端側が略９０度湾曲して形成されていて、ライトガイド１６
０に外嵌された状態で、ライトガイド１６０とともに照明手段挿通部１５６に挿通されて
いる。また、筒状部材１６１の基端側はキャップ１５９の挿通孔１５９ｂから外部へ突出
している。キャップ１５９は、支持部材１６１を挿通させた状態で冷却用流体の排出を規
制するとともに、支持部材１６１に一定以上の力を与えることで、支持部材１６１の軸方
向への進退及び軸回りの回転を可能としている。一方、支持部材１６１の先端１６１ａは
、照明手段挿通部１５６の先端側から突出し、９０度湾曲することで、照明窓５０ｂの直
下に位置するように延設されている。このため、支持部材１６１の内部に挿通されて先端
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１６１ａから露出しているライトガイド１６０は、先端１６０ａから照明光を発して、照
明窓５０ｂを介して外部を照明することが可能である。また、操作部１６３は、支持部材
１６１の基端に固定されている。これにより、操作者が操作部１６３を把持して支持部材
１６１の軸方向に進退させれば、支持部材１６１は軸方向に進退し、すなわちライトガイ
ド１６０の先端１６０ａによる照明位置を中心軸Ｃ方向に移動させることができる。また
、操作者が操作部１６３を把持して支持部材１６１の軸回りに回転させれば、支持部材１
６１は軸回りに回転し、すなわちライトガイド１６０の先端１６０ａによる照明位置を中
心軸Ｃと直交する方向に移動させ、また、照明方向を傾斜させることができる。このため
、支持部材１６１の基端に設けられた操作部１６３を操作することで、挿入部６によって
被検体を観察しながら、照明部の位置あるいは向きを、被検体を好適に照明するように調
整することができる。さらに、より遠方の被検体を観察する場合には、進退操作により観
察部材３とライトガイド１６０の先端１６０ａとの離隔を大きくしてフレアの発生をより
確実に防ぐことができる。
【００６７】
　図２５及び図２６は、この実施形態の第１の変形例を示している。図２５及び図２６に
示すように、この変形例では、外シース１７０は、先端が開口された略円形断面の本体部
１７１と、本体部１７１の先端側に設けられ、先端が封止された略円形断面の先端部１７
２とで構成されている。本体部１７１の先端部外周には観察窓５０ａが設けられている。
また、本体部１７１の先端部内周面にはめねじ１７１ａが形成されているとともに、めね
じ１７１ａの基端側には内側に突出する環状凸部１７１ｂが形成されている。
【００６８】
　先端部１７２は、外周面に照明窓５０ｂが形成されているとともに、基端側に、外径が
本体部１７１の内径と略等しく設定された嵌挿部１７２ａを有している。嵌挿部１７２ａ
の外周面には、本体部１７１のめねじ１７１ａと対応したおねじ１７２ｂが形成されてい
るとともに、おねじ１７２ｂの基端側には環状の凹部１７２ｃが形成されて、Ｏリング１
７２ｄが外嵌されている。このため、先端部１７２は、おねじ１７２ｂを本体部１７１の
おねじ１７１ａに螺合させることで、本体部１７１と一体となり、また、Ｏリング１７２
ｄによって内部の冷却用流体が先端部１７２と本体部１７１との接続部分から排出されて
しまうのを規制している。また、本体部１７１に先端部１７２が螺合された状態で先端部
１７２を中心軸Ｃ回りに回転させれば、その回転方向に従って、嵌挿部１７２ａの基端が
環状凸部１７１ｂに当接するまでの範囲で、本体部１７１に対して先端部１７２を進退さ
せることが可能である。このため、一回転毎に、観察窓５０ａと照明窓５０ｂとの相対的
位置を変更することができ、被検体との距離に応じて好適な位置とすることができる。す
なわち、被検体との距離が離れているときには、照明窓５０ｂと観察窓５０ａとの離隔を
大きくして、合わせて照明手段１５２のライトガイド１６０の先端１６０ａの位置も調整
することで、照明光が挿入部６の観察部材３に入光してフレアが発生してしまうのを、よ
り確実に防ぐことができる。
【００６９】
　図２７は、この実施形態の第２の変形例を示している。図２７に示すように、この変形
例では、外シース１７５の本体部１７１の先端部外周には、内周面側まで連通するねじ孔
１７１ｃが形成されていて、対応する固定ねじ１７１ｄを螺合可能である。一方、本体部
１７１の内周面及び先端部１７２の嵌挿部１７２ａの外周面には、めねじ１７１ａ及びお
ねじ１７２ｂが無い構成としている。このような変形例の場合でも、本体部１７１に対し
て先端部１７２を中心軸Ｃ方向に進退可能であり、また、固定ねじ１７１ｂを螺合して、
本体部１７１の内側に位置する先端部１７２の嵌挿部１７２ａの外周面に当接させること
で、本体部１７１に対して先端部１７２を固定することができる。
　以上の各参考例及び実施形態、並びにその変形例については、内視鏡用冷却装置の照明
手段として、ライトガイドを備えるものについて説明してきたが、これに限定するもので
はない。以下に、照明手段についての他の参考例について説明する。
【００７０】
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（第４参考例）
　次に、本発明の第４参考例について説明する。図２８は、本発明の第４参考例を示した
ものである。この参考例において、前述した第１～第３参考例及び実施形態で用いた部材
と共通の部材には同一の符号を付して、その説明を省略する。
【００７１】
　図２８に示すように、この参考例の内視鏡装置の内視鏡用冷却装置１８０において、照
明手段１８１は、筒状部材１８２と、筒状部材１８２の内部に挿通され、基端側で図示し
ない電源と接続された電線１８３と、筒状部材１８２の先端に設けられ、電線１８３と接
続されたコネクタ１８４と、コネクタ１８４に着脱可能に取り付けられたＬＥＤ１８５と
を備える。コネクタ１８４は、防水タイプのものであり、また、筒状部材１８２の内部に
冷却用流体が流入しないように筒状部材１８２の先端に密着して固定されている。このよ
うなＬＥＤタイプの照明手段でも、内シース１８６の貫通孔１８６ａ、１８６ｂに挿通さ
せて固定し、内シース１８６とともに外シースに挿通させることで、フレアを防止しつつ
外シースの窓部を介して外部の被検体を好適に照明することができる。
【００７２】
　図２９及び図３０は、上記のＬＥＤタイプにおいて、第１の変形例を示している。図２
９及び図３０に示すように、この変形例の内視鏡用冷却装置１９０において、内シース１
９１は、挿入部６を挿通させる内視鏡挿通部１９２と、照明手段１９３を挿通させる照明
手段挿通部１９４、１９５とを備えている。また、内シース１９１において、一方の照明
手段挿通部１９４を横断する位置には、外周側から内視鏡挿通部１９２まで連通し、図示
しない観察窓と対応する貫通孔１９１ａが形成されているとともに、貫通孔１９１ａより
も先端側には、外周側から照明手段挿通部１９４まで連通し、図示しない照明窓と対応す
る貫通孔１９１ｂが形成されている。さらに貫通孔１９１ｂが形成された位置には、照明
手段挿通部１９４、１９５を連通する横断孔１９１ｃが形成されている。照明手段１９３
は、照明手段挿通部１９５に挿通され、基端側で図示しない電源と接続されたフレキ基板
１９６と、貫通孔１９１ｂに嵌合されて外周側に突出するコネクタ１９７と、コネクタ１
９７に着脱可能に取り付けられたＬＥＤ１９８とを備える。フレキ基板１９６は、照明手
段挿通部１９５から横断孔１９１ｃを介して照明手段挿通部１９４まで延設されていて、
コネクタ１９７と接続されている。なお、照明手段挿通部１９４、１９５の先端側は、冷
却用流体が流入してコネクタ及びフレキ基板が短絡しないように、キャップあるいは耐熱
性の樹脂で封じられている。この内視鏡用冷却装置１９０においても同様に、フレアを防
止しつつ外部の被検体を好適に照明することができる。
【００７３】
　図３１及び図３２は、上記のＬＥＤタイプにおいて、第２の変形例を示している。図３
１及び図３２に示すように、この変形例の内視鏡用冷却装置２００において、内シース２
０１は、挿入部６を挿通させる内視鏡挿通部２０３と、照明手段２０４を挿通させる照明
手段挿通部２０５とを備えている。また、内シース２０１において、照明手段挿通部２０
５と周方向に位置を異なるものとして、外周側から内視鏡挿通部２０３まで連通し、外シ
ース２０２の観察窓２０２ａと対応する貫通孔２０１ａが形成されている。また、貫通孔
２０１ａよりも先端側には、外周側から照明手段挿通部２０５まで連通する貫通孔２０１
ｂが形成されている。また、照明手段２０４は、照明手段挿通部２０５に挿通され基端側
で図示しない電源と接続されたフレキ基板２０６と、貫通孔２０１ｂに嵌合されて外周側
に突出するコネクタ２０７と、コネクタ２０７に着脱可能に取り付けられたＬＥＤ２０８
とを備える。コネクタ２０７は、フレキ基板２０６の先端部と接続されている。また、Ｌ
ＥＤ２０８は、コネクタ２０７において、内シース２０１から突出した部分の側面２０７
ａに取り付けられている。このため、図３２に示すように、周方向に位置を略同じくして
設けられた観察窓２０２ａと照明窓２０２ｂとを有する外シース２０２に内シース２０１
を挿通すれば、挿入部６の観察部材３の観察方向Ｌ３に対して傾斜した照明方向Ｌ２０８
で照明窓２０２ｂを介して被検体を好適に照明することができる。
【００７４】
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　以上、本発明の実施形態及び参考例について図面を参照して詳述したが、具体的な構成
はこの実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も
含まれる。
【００７５】
　なお、上記各参考例及び実施形態の内視鏡装置においては、挿入部の側面に観察レンズ
を有する側視型とし、これと対応して、シースにも外周側面に窓部が設けられるものとし
たが、これに限るものではない。すなわち、挿入部の先端面に観察レンズを有する直視型
とし、シースの先端面に窓部を設けて被検体前方の観察を行う構成としても良い。この場
合でも、流体流通部から供給され、回収される冷却用流体によって挿入部及び照明手段を
冷却することができ、また、照明手段と、挿入部の観察部材とを径方向に離隔させること
ができ、高温環境下においてでもフレアの発生を防いで好適に観察することができる。ま
た、挿入部は、先端部に観察部材とともに照明部を有するものとしたがこれに限るもので
は無い。本発明では、内視鏡用冷却装置の照明手段によって被検体を好適に照明すること
が可能であり、挿入部の照明部の有無はいずれでも良い。さらに、挿入部は、湾曲可能な
軟性タイプとしたが、これに限るものでは無く、硬性タイプを使用するものとしても良い
。また、シースを構成する外シース及び内シースについては金属材等で形成された硬性の
ものを使用するとしたが、同様にこれに限るものではなく、耐熱性を有するものであれば
可撓性を有する軟性のものを使用しても良い。また、上記各参考例及び実施形態において
は、冷却用流体は、挿入部流路に供給されてシース流路へ流通して回収されるものとした
が、これに限ることは無い。同様の構成において、シース流路に供給されて挿入部流路に
流通して回収されるものとしても、挿入部を冷却させることが可能である。また、各参考
例及び実施形態においては、挿入部に装着されるシースを内シースと外シースとの二重構
造としたが、これに限ることは無く、単一のシースとして、挿入部とシースとの間に、冷
却用流体を流通させ、また、照明手段を挿通させる構成としても良い。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】本発明の第１参考例の内視鏡装置を示す全体構成図である。
【図２】本発明の第１参考例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置のシースの斜視図
である。
【図３】本発明の第１参考例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置のシースの側面視
した断面図である。
【図４】本発明の第１参考例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置の内シースと照明
手段とを分解した斜視図である。
【図５】本発明の第１参考例の第１の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置の
シースの先端を拡大した断面図である。
【図６】本発明の第１参考例の第２の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置の
シースの先端を拡大した断面図である。
【図７】本発明の第１参考例の第３の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置の
シースの先端を拡大した断面図である。
【図８】本発明の第１参考例の第４の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置の
内シースの先端を拡大した斜視図である。
【図９】本発明の第１参考例の第４の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置の
内シースの先端を拡大した断面図である。
【図１０】本発明の第１参考例の第５の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置
の内シースの先端を拡大した斜視図である。
【図１１】本発明の第１参考例の第５の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置
のシースの先端を拡大した断面図である。
【図１２】本発明の第１参考例の第６の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置
のシースの先端を拡大した断面図である。
【図１３】本発明の第１参考例の第６の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置



(20) JP 4964546 B2 2012.7.4

10

20

30

40

50

の内シースの正面図である。
【図１４】本発明の第１参考例の第７の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置
のシースの先端を拡大した断面図である。
【図１５】本発明の第２参考例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置のシースを分解
した斜視図である。
【図１６】本発明の第２参考例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置のシースの側面
視した断面図である。
【図１７】本発明の第２参考例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置の内シースと照
明手段とを分解した斜視図である。
【図１８】本発明の第３参考例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置のシースを分解
した斜視図である。
【図１９】本発明の第３参考例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置のシースの側面
視した断面図である。
【図２０】本発明の第３参考例の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置のシー
スを分解した斜視図である。
【図２１】本発明の第３参考例の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置のシー
スの正面視した断面図である。
【図２２】本発明の実施形態の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置のシースの斜視図
である。
【図２３】本発明の実施形態の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置のシースの側面視
した断面図である。
【図２４】本発明の実施形態の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置のシースの正面視
した断面図である。
【図２５】本発明の実施形態の第１の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置の
シースの先端を拡大した斜視図である。
【図２６】本発明の実施形態の第１の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置の
シースの先端を拡大した断面図である。
【図２７】本発明の実施形態の第２の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置の
シースの先端を拡大した断面図である。
【図２８】本発明の第４参考例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置の内シースと照
明手段を分解した斜視図である。
【図２９】本発明の第４参考例の第１の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置
の内シースの先端を拡大した斜視図である。
【図３０】本発明の第４参考例の第１の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置
の内シースの正面視した断面図である。
【図３１】本発明の第４参考例の第２の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置
の内シースの先端を拡大した斜視図である。
【図３２】本発明の第４参考例の第２の変形例の内視鏡装置において、内視鏡用冷却装置
の内シースの正面視した断面図である。
【符号の説明】
【００７７】
　１　内視鏡装置
　３　観察部材
　６　挿入部
　２０、１００、１２０、１４０、１５０、１８０、１９０、２００　内視鏡用冷却装置
　２１　冷却用流路
　２１ａ　挿入部流路
　２１ｂ　シース流路
　２２、７５、８０、１０１、１２１、１４１、１５１　シース
　２３　流体流通部
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　２４、５１、５３、８２、１０２、１２２、１２３、１４８、１４９、１５２、１８１
　照明手段
　３０、５４、８３、１０９、１３１、１３２、１６０　ライトガイド
　３０ａ、５４ａ、８３ａ、１０９ａ、１３１ａ、１３２ａ、１６０ａ　先端（照明部）
　３１、５２、５５、８４、１１０、１８２　筒状部材
　３５、６０、７０、７６、８１、１０３、１２４、１４４、１５３、１８６、１９１、
２０１　内シース
　３６、１２５、１４２、１５４、１７０、１７５、２０２　外シース
　３８、５０、１２６、１４３　窓部
　３８ａ、５０ａ、１２６ａ、１４３ａ、２０２ａ　観察窓
　３８ｂ、５０ｂ、１２６ｂ、１２６ｃ、１４３ｂ、２０２ｂ　照明窓
　１６１　　支持部材
　１６３　　操作部
　１８５、１９８、２０８　　ＬＥＤ（照明部）
　Ｃ　中心軸
　Ｌ３　観察方向
　Ｌ３０、Ｌ５４、Ｌ１３１、Ｌ１３２、Ｌ１４８、Ｌ１４９、Ｌ２０８　照明方向

【図１】 【図２】
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